










膀胱尿管逆流(VUR)を含む慢性尿路感染症 24 例と,血尿または蛋白尿を示した慢性腎炎 11

例および正常小児 5 例に,DMSA による定量的腎シンチグラムを施行した。VUR の程度が高

度なものほど DMSA 摂取率は低値を示した。DMSA 摂取率と尿中小分子蛋白および尿中酵素

との間に相関は認めなかった。腎瘢痕の発見率は,DMSA による腎シンチグラムが IVP に比

し有意に高かった。


